
ふるさと運動50周年
～振り返る三島町の歩み～

　

皆
さ
ん
は
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
と
聞
く

と
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　
「
ふ
る
さ
と
を
持
た
な
い
都
会
の
人
た
ち

に
理
想
の
ふ
る
さ
と
を
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
に
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
に
、
当

時
町
長
で
あ
っ
た
佐
藤
長
雄
氏
の
下
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
に
よ
っ
て
、
町
民
と

同
じ
く
町
の
施
設
を
利
用
で
き
る
「
特
別
町

民
制
度
」
や
親
戚
の
よ
う
に
町
民
の
お
宅
に

泊
ま
れ
る
「
ふ
る
さ
と
の
家
」、
美
坂
高
原

整
備
が
進
め
ら
れ
、
全
国
に
先
駆
け
て
都
市

農
村
交
流
が
展
開
さ
れ
、
さ
ら
に
は
生
活
工

芸
運
動
や
地
区
プ
ラ
イ
ド
運
動
な
ど
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
な
お
、
特
別
町
民
制
度
は
継
続
し

生
活
工
芸
運
動
や
美
し
い
村
づ
く
り
な
ど
、

形
を
変
え
な
が
ら
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
か
ら

広
が
っ
た
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

美坂高原の白い鐘・昭和61年（齋藤茂樹氏撮影）

ふ
る
さ
と
運
動
の
概
要

ふるさと運動のパンフレット・昭和 62年頃

\ 特集 /
\ 特集 /

　

現
在
の
三
島
町
は
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
が

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
月
が
進

む
に
つ
れ
、
当
時
の
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
を

知
る
職
員
が
退
職
し
、
そ
の
理
念
や
経
緯
な

ど
を
知
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
50
周
年
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
役
場
で
は
勉
強
会
を
行
い
、

当
時
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
役
場
職
員
だ
け
で
な

く
、
町
民
の
皆
様
に
も
「
ふ
る
さ
と
運
動
」

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
た
め
、
今

月
号
か
ら「
ふ
る
さ
と
運
動
」の
特
集
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

今
の
町
づ
く
り
と
の
関
係

ふるさと運動要綱

　
「
ふ
る
さ
と
を
求
め
る
人
に
理
想
の
ふ
る
さ
と
を
」、「
三

島
に
住
む
人
に
希
望
と
生
き
が
い
を
」
そ
ん
な
言
葉
を
残

し
た
当
時
町
長
の
佐
藤
長
雄
氏
は
、
何
を
思
い
何
を
目
標

に
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
を
進
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昭
和
49
年
の
ス
タ
ー
ト
当
時
の
資
料
を
確
認
す
る
と
、

今
で
は
考
え
れ
な
い
程
の
賑
わ
い
と
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
を
振
り
返
り
、改
め
て
「
ふ

る
さ
と
」
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
や
形
が
変
化
し
て
も
、
美
坂
高
原
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
け
ば
特
別
町
民
と
し
て
遊
ん
だ
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方

は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
々
の
期
待
を
背

負
い
現
在
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
の
中
心
で
あ
っ
た
美
坂

高
原
を
星
空
に
よ
り
活
用
を
図
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と
に
賑

わ
い
や
新
し
い
交
流
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ふ
る
さ
と
運
動

只見川ライン下り（齋藤茂樹氏撮影）

只見川下り遊覧船「ふるさと丸」就航・昭和 51年

美坂高原になる前の一ノ原牧場

実際に使われていた特別町民証

大林ふるさとの山・昭和 55年（齋藤茂樹氏撮影）観光協会案内所・昭和 56年

大林ふるさとの山奉仕作業・昭和 56年（齋藤茂樹氏撮影）

美坂高原の星空

ふ
る
さ
と
運
動
の
振
り
返
り

1974 年
（昭和49年）

ふるさと運動が始まる
美坂高原管理棟完成

1975 年
（昭和50年）

三島大橋完成

1976 年
（昭和51年）

ふるさと荘完成
大林ふるさとの山管理棟完成
ふるさと振興公社設立

1977 年
（昭和52年）

首都圏三島会発足

1981 年
（昭和56年）

生活工芸運動が始まる

1982 年
（昭和57年）

第一回三島フォーラム開催
有機農業運動が始まる

1983 年
（昭和58年）

地区プライド運動が始まる
健康づくり運動が始まる建設中の三島大橋・昭和 50年 特別町民に送る餅の準備の様子
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テレサ・テン歌碑建立事業！テレサ・テン歌碑建立事業！

～ふるさと運動 50 周年記念～～ふるさと運動 50 周年記念～

　1977年にアジアの歌姫「テレサ・テン」が8枚目のシングルレコード「ふる
さとはどこですか」のキャンペーンに三島町を訪れ、ふるさと運動を展開して

プロジェクト立ち上げの背景

いた三島町の町民は、彼女を温かく迎え入れました。3月の残雪が残る中
「これほどまでに沢山の雪を見たのは初めて」と感嘆する彼女に町民は伝統工
芸のワラ細工の長靴を履かせたり、郷土料理などでおもてなしをしたりと温か
く迎えました。また、そのお返しに開いたミニコンサートでは、彼女の歌声に
町民は心を震わせました。その際、三島町の特別町民にも加入していきました。
三島町とテレサ・テンとの心の交流は今でも語り継がれ、そのきっかけとなっ
た楽曲「ふるさとはどこですか」は、町民の心に深く刻まれています。

　テレサ・テンが亡くなられてからまもなく30年の節目を迎えます。彼女の訪
日時の貴重な足跡が残る唯一の場所といえる三島町。この地を訪れるファンの
方々も多く、今では海外からも訪れる場所となっています。そのゆかりの地とし
て、足跡を残すことの意義は非常に大きいと私たちは考えています。

歌碑イメージ

テレサ・テン歌碑建立の寄付者を募集中！テレサ・テン歌碑建立の寄付者を募集中！
　日本でも数少ない「テレサ・テンのゆかりの地」である福
島県三島町にテレサ・テンの8枚目のシングル「ふるさとは
どこですか」の「歌碑」を会津宮下駅前に建立するための事
業費の一部、総額750万円の寄付を募集します。
　詳しい内容については右下QRコードまたは、
町ホームページから「テレサ・テン歌碑建立
プロジェクト」と検索をお願いいたします。

問地域政策課　☎（48）5533

テレサ・テン没後から 30 年

　一方で、三島町が進めてきた「ふるさと運動」は今年で50周年を迎えました。「ふるさと」という概念が希薄
となり、更なる人口減少が続き、消滅可能性自治体という危機感が全国に広がっています。そのような中で、ふ
るさとの良さを再認識しながら、多くの方に第2のふるさとと思って頂けるための取り組みが50年という節目を
迎えました。この取り組みも後世に伝えていくことの意義もまた、大きいと私たちは考えています。

　三島町では、テレサ・テン没後30年及びふるさと運
動50周年の記念に、テレサ・テンの日本の心のふるさ
と三島町が、ファンの方々にとってもふるさとと呼べる
特別な場所となることを目指して「ふるさとはどこです
か」の歌碑を建立します。

宮下駅前テレサ・テン歌碑建立について

宮下駅前歌碑の完成イメージ

ふるさとの家ふるさとの家
～特別町民から親戚のように～～特別町民から親戚のように～

ふ
る
さ
と
の
家
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

私
が
ふ
る
さ
と
の
家
を
始
め
た
の
は
昭
和
53

年
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
一
番
最
初
に
始
め
た

の
は
小
堀
良
徳
さ
ん
と
山
垣
さ
ん
た
ち
だ
っ
た

と
思
う
。

　

特
別
町
民
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
に

こ
の
木
の
特
別
町
民
証
を
渡
し
て
首
に
か
け
て

も
ら
っ
て
た
の
。
こ
れ
で
美
坂
も
お
風
呂
も
町

民
と
同
じ
待
遇
で
使
え
た
の
。

小柴 ヨシノ さん（写真左）

　

ふ
る
さ
と
の
家
を
し
て
い
る
と
き
、
嶋
田
さ

ん
家
族
と
川
原
田
さ
ん
家
族
が
来
て
く
れ
た

の
。
５
年
く
ら
い
続
け
た
か
な
、そ
の
あ
と
ず
っ

と
関
係
が
今
ま
で
続
い
て
る
の
。
嶋
田
さ
ん
家

族
は
、「
ふ
る
さ
と
運
動
」
30
周
年
の
と
き
も

町
に
来
て
く
れ
て
昔
小
さ
か
っ
た
子
ど
も
達
も

結
婚
し
て
子
ど
も
を
連
れ
て
来
て
く
れ
た
の
。

　

今
一
番
ご
夫
婦
で
来
る
の
は
瀬
田
さ
ん
。
瀬

田
さ
ん
の
息
子
が
私
の
長
男
か
次
男
ど
っ
ち
か

と
同
い
年
で
民
泊
の
と
き
い
っ
つ
も
来
て
く
れ

た
の
。
瀬
田
さ
ん
夫
婦
は
今
で
も
電
話
す
れ
ば

繋
が
る
よ
う
な
仲
で
、
野
菜
を
送
っ
た
り
向
こ

う
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
り
し
て
る
。

　

民
泊
は
平
成
９
年
ま
で
や
っ
て
い
た
け
ど
民

泊
し
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て
な
っ
て
か
ら
は
、
森

校
舎
カ
タ
ク
リ
に
泊
ま
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
移

行
し
よ
う
っ
て
な
っ
た
の
。

　

始
め
る
時
は
、
私
は
児
童
館
で
働
い
て
た
。

泊
め
て
く
れ
と
お
願
い
さ
れ
た
と
き
は
、
二
階

も
空
い
て
る
し
、「
ま
ぁ
ま
ぁ
や
っ
か
」
て
い
う

よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。
嫌
い
で
は
な
っ
た
か
な
、

子
ど
も
相
手
に
す
る
の
好
き
だ
っ
た
か
ら
。
で

も
そ
の
頃
、
私
務
め
て
た
か
ら
食
事
関
係
は
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
や
っ
て
く
れ
て
た
。
で
も
昼
間
は

み
ん
な
美
坂
高
原
と
か
川
に
出
か
け
ち
ゃ
う
か

ら
、
い
っ
ぱ
い
作
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
。

仮仮

Q.Q.
ふ
る
さ
と
の
家
を
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か

ふ
る
さ
と
の
家
を
始
め
た
の
は
い
つ
で
す
か

Q.Q.
特
別
町
民
の
方
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

特
別
町
民
の
方
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
の
家
を
始
め
た
時
の
思
い

ふ
る
さ
と
の
家
を
始
め
た
時
の
思
い

ふ
る
さ
と
の
家
が
人
気
だ
っ
た
理
由
は
？

ふ
る
さ
と
の
家
が
人
気
だ
っ
た
理
由
は
？

Q.Q.Q.Q.

　

今
回
か
ら「
ふ
る
さ
と
運
動
」に
直
接
関
わ
っ

て
い
た
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
当
時
の

「
ふ
る
さ
と
運
動
」
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い

き
ま
す
。
最
初
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
の
は
、

「
ふ
る
さ
と
の
家
」
と
し
て
民
泊
を
し
て
い
た

小
柴
ヨ
シ
ノ
（
西
方
）
さ
ん
で
す
。

　

人
気
だ
っ
た
理
由
は
、
場
所
と
や
っ
ぱ
り
人

だ
な
。
人
付
き
合
い
が
私
は
好
き
だ
っ
た
か
ら

や
っ
ぱ
り
民
泊
や
っ
て
良
か
っ
た
な
っ
て
思
う

の
。
今
で
も
関
係
が
続
い
て
る
人
は
親
戚
み
た

い
な
も
の
で
今
で
も
会
え
る
こ
と
が
楽
し
み
に

な
っ
て
ま
す
。

67 広報みしま広報みしま 2024.9 2024.9







ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

除幕式の様子

歌碑説明

矢 澤 町 長 鄧 董 事 長 様 舟 木 稔 様

郭東京ＦＣ会長による「ふるさとはどこですか」の合唱 中国のファンクラブの皆様

ふるさと運動50周年ふるさと運動50周年
～振り返る三島町の歩み～～振り返る三島町の歩み～

テレサ・テン歌碑除幕式

テレサ・テン歌唱大会～ファンミーティング～

「只見線テレサ・テン号」を運行

●歌碑刻印内容
　ふるさとはどこですか
　小村之戀（中国語）

●センサー音響（右手設備）
　ふるさとはどこですか
　小村之戀（中国語）
　時の流れに身をまかせ
　（３曲が人感センサーにより流れます）

東京ファンクラブの皆様

　

11
月
８
日
、
会
津
宮
下
駅
前
広

場
に
お
い
て
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
歌
碑

除
幕
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歌
碑
は
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
が

１
９
７
７
年
に
シ
ン
グ
ル
レ
コ
ー
ド

「
ふ
る
さ
と
は
ど
こ
で
す
か
」の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
三
島
町
を
訪
れ
た
ゆ
か

り
を
後
世
に
残
す
た
め
、
ま
た
、
テ

レ
サ
・
テ
ン
が
来
訪
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
運
動
が
50
年
の

節
目
を
迎
え
た
記
念
事
業
と
し
て

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
テ
レ
サ
の
実
兄
で
あ
り

テ
レ
サ
・
テ
ン
文
教
基
金
会
董
事

長
の
鄧
長
富
氏
、
C
E
O
の
鄧
永

佳
氏
、
名
誉
顧
問
の
舟
木
稔
氏
は

じ
め
、
音
楽
関
係
者
な
ど
多
数
の

ご
来
賓
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

仙
台
、
東
京
、
上
海
な
ど
の
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々
も
式
に

参
列
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々

を
中
心
に
テ
レ
サ
・
テ
ン
歌
唱
大
会

が
町
民
セ
ン
タ
ー
に
て
開
か
れ
、
テ

レ
サ
の
名
曲
に
よ
り
自
慢
の
美
声

を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

歌
碑
建
立
に
は
寄
附
を
募
り
、

以
下
の
方
々
よ
り
寄
附
を
頂
き
ま

し
た
。

滝
谷
建
設
工
業
株
式
会
社             

様

佐
久
間
建
設
工
業
株
式
会
社         

様

早
戸
温
泉
つ
る
の
湯
企
業
組
合     

様

有
限
会
社
藤
田
石
材
店
　
　
　
　  

様

渡
辺
音
楽
出
版
株
式
会
社
　
　
　  

様

株
式
会
社
渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン  

様

舟
　
木
　
　
稔
　
　
様
（
東
　
京
　
都
）

加
　
藤
　
正
　
人
　
様
（
千
　
葉
　
県
）

坂
　
内
　
孝
　
雄
　
様
（
　
小
　
山
　
）

馬
　
場
　
幸
　
江
　
様
（
　
大
　
登
　
）

猪
　
俣
　
淑
　
江
　
様
（
会
津
坂
下
町
）

村
　
松
　
速
　
雄
　
様
（
神 

奈 

川 

県
）

増
　
子
　
朋
　
子
　
様
（
本
　
宮
　
市
）

酒
　
井
　
　
功
　
　
様
（
　
宮
　
下
　
）

坂
　
木
　
公
　
貴
　
様
（
東
　
京
　
都
）

坂
　
木
　
美
智
子
　
様
（
東
　
京
　
都
）

坂
　
本
　
公
　
二
　
様
（
双
　
葉
　
町
）

大
　
橋
　
　
弘
　
　
様
（
福
　
島
　
市
）

眞
　
鍋
　
忠
　
男
　
様
（
会
津
若
松
市
）

布
　
川
　
幸
　
治
　
様
（
埼
　
玉
　
県
）

上
　
野
　
正
　
博
　
様
（
会
津
若
松
市
）

酒
　
井
　
由
　
美
　
様
（
埼
　
玉
　
県
）

藤
　
井
　
正
　
之
　
様
（
千
　
葉
　
県
）

田
　
　
　
偉
　
　
　
様
（
東
　
京
　
都
）

長
谷
川
　
市
　
雄
　
様
（
　
桑
　
原
　
）

遠
　
山
　
直
　
人
　
様
（
東
　
京
　
都
）

鈴
　
木
　
憲
　
生
　
様
（
　
宮
　
下
　
）

内
　
川
　
由
　
紀
　
様
（
会
津
若
松
市
）

添
　
田
　
健
　
次
　
様
（
郡
　
山
　
市
）

添
　
田
　
啓
　
子
　
様
（
郡
　
山
　
市
）

田
　
中
　
智
　
仁
　
様
（
　
宮
　
下
　
）

板
　
橋
　
康
　
宏
　
様
（
　
宮
　
下
　
）

田
　
村
　
　
司
　
　
様
（
　
宮
　
下
　
）

長
谷
川
　
貴
　
宏
　
様
（
会
津
坂
下
町
）

五
十
嵐
　
正
　
昭
　
様
（
会
津
若
松
市
）

佐
久
間
　
源
一
郎
　
様
（
　
早
　
戸
　
）

佐
　
藤
　
岩
　
男
　
様
（
会
津
若
松
市
）

林
　
　
弥
　
生
　
　
様
（
大
　
阪
　
府
）

李
　
　
燕
　
紅
　
　
様
（
埼
　
玉
　
県
）

大
　
内
　
昌
　
明
　
様
（
郡
　
山
　
市
）

企業の皆様

（
宮
　
下
）

（
早
　
戸
）

（
早
　
戸
）

（
柳
津
町
）

（
東
京
都
）

（
東
京
都
）
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